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令和元年第２回長万部町議会定例会（第１日目）

◎招集年月日 令和元年 ６月１３日（木）

◎招集の場所 長万部町役場 議場

◎開 議 日 時 令和元年 ６月１３日（木） 午前１０時００分

◎応 招 議 員（１０名）

１番 村 川 毅 ６番 橋 本 收 司

２番 辻 紀 樹 ７番 高 森 功 治

３番 高 橋 克 英 ８番 北 川 佳 嗣

４番 大 谷 敏 弥 ９番 柏 倉 恵里子

５番 長 﨑 厚 10番 辻 義 雄

◎不応招議員 なし

◎出 席 議 員 応招議員に同じ

◎欠 席 議 員 不応招議員に同じ

◎地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

町 長 木 幡 正 志 水 道 ガ ス 課 長 中 里 博 也

副 町 長 佐 藤 英 代 出 納 室 長 小 川 洋

総 務 課 長 本 前 武 広 消 防 長 中 田 義 之

まちづくり推進課長 加 藤 慶 一 病 院 事 務 長 田 辺 知 行

新 幹 線 推 進 課 長 岸 上 尚 生 教 育 長 近 藤 英 隆

税 務 課 長 中 山 裕 幸 教 育 次 長 岡 野 喜美雄

町 民 課 長 佐 藤 剛 教育委員会事務局参事 佐 藤 修

保 健 福 祉 課 長 岡 部 忠 選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局 書 記 長 本 前 武 広

健 康 推 進 室 長 野 澤 明 子 監 査 事 務 局 長 豊 嶋 慎 一

産 業 振 興 課 長 對 馬 政 宏 農業委員会事務局長 對 馬 政 宏

建 設 課 長 神 野 隆 之

◎本会議に職務のため出席した者の職氏名

議 会 事 務 局 長 豊 嶋 慎 一

議 事 係 長 増 田 理 恵

議 事 係 工 藤 大 智
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◎議事日程

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 町長行政報告

日程第４ 承認第１号 専決処分の承認について

（令和元年度長万部町国民健康保険特別会計補正予算（第１号））

日程第５ 議案第１号 長万部町半島振興対策実施地域における固定資産税の不均一課税に

関する条例

日程第６ 議案第２号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例

日程第７ 議案第３号 長万部町介護保険条例の一部を改正する条例

日程第８ 議案第４号 長万部町火災予防条例の一部を改正する条例

日程第９ 議案第５号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について

日程第10 議案第６号 北海道市町村総合事務組合規約の変更について

日程第11 議案第７号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について

日程第12 議案第８号 辺地総合整備計画の策定について

日程第13 議案第９号 工事請負契約の締結について

日程第14 議案第10号 財産の取得について

日程第15 議案第11号 令和元年度長万部町一般会計補正予算（第２号）
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◎開会・開議宣告・議事日程

１０時００分 開会

○議長（辻義雄） ただいまの出席議員は１０名であります。

定足数に達しておりますので、これより令和元年第２回長万部町議会定例会を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。

◎諸般の報告

○議長（辻義雄） 諸般の報告を事務局長からいたします。

豊嶋事務局長。

○議会事務局長 (豊嶋慎一) 諸般の報告をいたします。

監査委員から４月分の出納検査報告書が提出されましたのでお手元に配付いたしました。

次に、閉会中に議長において議員の派遣を決定しましたので報告いたします。決定した議員の派

遣は、全国町村議会議長会主催の議長副議長研修会であります。また、議員派遣結果報告書が提出

されましたので、お手元に配付いたしました。

次に、本定例会に議案等の説明のため、あらかじめ町長、教育長その他執行機関およびそれぞれ

委任または嘱託を受けた説明員の出席を求めております。以上であります。

○議長 (辻義雄） 以上で諸般の報告を終わります。

◎会議録署名議員の指名

○議長（辻義雄） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、議長において２番辻紀樹議員、８番北川

議員を指名いたします。

◎会期の決定

○議長（辻義雄） 日程第２、会期の決定の件を議題といたします。

お諮りいたします。本定例会の会期は本日から６月１８日までの６日間にしたいと思います。こ

れにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よって会期は本日から６月１８日までの６日間に決定いたしました。

◎町長行政報告

○議長（辻義雄） 日程第３、町長より行政報告がありますのでこれを許します。
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木幡町長。

〔町長(木幡正志)登壇〕

○町長 (木幡正志) 第２回町議会定例会にあたり行政報告を申し上げます。

はじめに、平成３０年度各会計の出納閉鎖による決算見込みについて申し上げます。一般会計は、

１億２,０８０万１,０００円の繰越となりました。歳入は、予算に対して１,５４７万１,０００円

の増で、町税が予算に対し２,０２３万７,０００円の増となり、歳出の不用額は１億５３３万円で

あります。

後期高齢者医療特別会計は、９４万９,０００円の繰越となりました。

国民健康保険特別会計は、５,４７６万８,０００円の赤字となりました。平成３０年度の赤字は、

令和元年度の歳入を繰り上げて補填することとなるために、５月３１日付で令和元年度補正予算を

専決処分いたしました。

介護保険特別会計は、３,４８２万８,０００円の繰越となりました。繰越となった主な要因は、

介護保険給付費などの減によるものであります。なお、介護保険給付費に係る交付金等は、給付費

の割合で交付されるもので、翌年度に精算されることから、精算額が確定次第議会へ補正予算を提

案いたします。

公共下水道事業特別会計は、経費の節減に努める中、各支出科目の不用額の発生等により７００

万２,０００円の繰越となりました。

ガス事業会計は、暖冬等の影響により年間ガス販売量が前年度対比１万４,０００立方メートル

減の２１万立方メートルとなり、ガス売上は１８２万７,０００円の減収となりました。事業収支

では、経費の節減に努めましたが、原料費の高騰により費用が増となったことから１０２万６,０

００円の当年度純損失となっております。この当年度純損失を前年度繰越欠損金３億８,９７９万

４,０００円に加えますと、当年度未処理欠損金は３億９,０８２万円となります。

水道事業会計は、年間給水量が前年度対比１万１,０００立方メートル減の５９万立方メートル

となり、給水収益は１１２万３,０００円の減収となりました。事業収支では、経費の節減等によ

り１,７０６万６,０００円の当年度純利益となり、当年度繰越欠損金はありませんでしたので、当

年度未処分利益剰余金は１,７０６万６,０００円となります。

病院事業会計は、前年度に比較し、入院患者数は９.７％の増加となりましたが、入院収益では

８０万６,０００円の減収、外来患者数は４.４％の減収で、外来収益では５２６万３,０００円の

減収となりました。支出では、前年度に比べ医業費用が１,１９７万３,０００円の増加、医業外費

用は３０８万７,０００円の減少となっております。事業収支では、一般会計から３億１,０００万

円の補助を繰入れたものの、期末決算では３,２１６万８,０００円の当年度純損失となり、この当

年度純損失を前年度繰越欠損金３億８,２７７万８,０００円に加えますと、当年度未処理欠損金は

４億１,４９４万６,０００円となります。なお、各会計の詳細については決算上程の際に関係資料

を提出をいたします。

次に、ふるさと納税について申し上げます。長万部町まちづくり基金条例による、ふるさと納税

の平成３０年度の寄付状況は、寄付金に対する返礼品金額の割合を５割から３割に変更した影響等

により、４,１３２件、５,９９５万８,０００円となり、前年度と比べ４,０２１件、４,６１６万

５,３２４円の減となりました。また、平成３０年度では、まちづくり基金を取り崩し各目的別事

業の財源として、合計１億３００万８,１５６円を充当し、年度末現在の残高は１億５,３０７万５,
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１３７円となっております。今後は返礼品の登録品数を増やすとともに特産品の全国ＰＲを図りな

がら、更なるふるさと納税による寄付の拡大を目指してまいります。

次に、東京理科大学関係について申し上げます。本町と大学との地方創生連携事業である再生可

能エネルギーを活用した先進的アグリビジネスプロジェクトにつきましては、本年３月末に国から

地方創生推進交付金事業として無事採択され、本年度は事業計画の最終年度として、収支の黒字化

なども含め自立経営を目指しているところであります。

植物工場では、１棟目のハウスで３作目の収穫が始められており、糖度も高く収量も多く順調で、

２棟目は２作目の定植が終わり順調に生育しております。また、本年３月末から４月にかけて、町

内の福祉施設、学校給食、役場ロビーや東京理科大学長万部キャンパスなどで、エンリッチ・ミニ

トマトの試食と、トマトジュースの試飲によりＰＲ活動も実施され、５月の町民花見会では、参加

者にミニトマトが配られるなど、町民のみなさんにも広く認知されてきたと感じているところであ

ります。また、町内では長万部観光協会のほか、コンビニエンスストアでも販売が開始され、町内

でも購入しやすくなり評判も高く、好調な売れ行きが続いております。

５月には東京で開催された、ふるさと納税ウェブサイト運営会社「ルクサ」主催のファン向けイ

ベントおよびふるさと納税未体験者を対象としたＰＲイベントでも、長万部産エンリッチ・ミニト

マトとジュースの試食・試飲での評判は高く、参加者のみなさんが甘さとうま味に感動されていた

ということであります。長万部産の高糖度トマトとして、更なる認知度向上に向け、取り組まれて

いるところであります。

販売先につきましては、東京銀座の長万部酒場でもこのミニトマトを使用したメニューが採用さ

れており、道内では蘭越町道の駅や温泉施設での販売も開始され、現在、輸送コストの安価な道内

での販路確保を中心に順調に進められております。また、ウェブサイトでの販売準備も進められて

いるところであり、販売先も徐々に多方面で確保されてきている状況となっております。今後は、

ハウスでの生産システムの改良により収量の安定的確保に取り組みながら、経費の削減などに努め

るとともに、販路の確保・拡大につなげるブランディング・プロモーション、マーケティングによ

り、地方創生事業の最終年度として、引き続き本事業の成功に向け、理科大と連携し取り組んでま

いります。

次に、北海道新幹線工事関係について申し上げます。現在、町内では３本のトンネル工事が行わ

れており、５月３１日現在で、掘削中の立岩トンネルのルコツ工区では、本坑５,０００メートル

のうち４９３.６メートルが、また、内浦トンネルの静狩工区は本坑５,５７０メートルのうち２３

１.５メートルが掘削されたところであり、立岩トンネルの豊津工区についても、今年度秋からの

掘削開始を目標に準備が進められているところであります。また、新幹線の地上部である明かり区

間につきましては、現在、一部の区間で測量調査が行われており、新幹線と交差する道路や河川な

どの付替工事の協議を進めているところであります。

次に、地域連携会議、はしっこ同盟の取組について申し上げます。長万部まちづくりアクション

プランに基づく地域連携の取組として、本町と黒松内町・豊浦町の３町連携会議「はしっこ同盟」

について、４月１２日に役場にそれぞれの町長が出席のうえ、協定を締結いたしました。３町は歴

史的に、また現在も繋がりがあるものの、振興局が異なるため各町の行政情報が入りにくく、観光

・交通・物流での連携が進んでいない実情があることから、本町の呼びかけにより連携会議を新た

に設置するものであります。今後、毛がにまつりをはじめとする各町の産業まつりや、観光商品の
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開発、物販の協力などにより人的交流を深め、１１年後の新幹線開業を見据えた地域連携の可能性

・方向性の検討を行っているところであります。

次に、まちづくり推進会議について申し上げます。まちづくり推進会議につきましては、第２回

目のまちづくり推進会議を３月２８日に開催し、都市計画マスタープランの改正作業に伴うまちづ

くりの方向性、町道本町通整備の方向性の検討を、また、同日、地方創生部会において地方創生総

合戦略の取組状況の報告をしたところであります。

次に、地域おこし協力隊について申し上げます。地域おこし協力隊につきましては、平成２８年

度に観光分野等の支援員として３名を採用し、町の様々なイベントも積極的に参加いただいてまい

りましたが、平成３１年３月末で３年間の任期が満了となり、そのまま長万部に定住するなど一定

の成果があったところであり、現在は、農業分野の支援員として平成３０年度から１名に活動いた

だいているところであります。

次に、ふるさと納税データ処理ミス関係について申し上げます。昨年、長万部町にふるさと納税

をした寄附者のうち、確定申告が不要となる「ワンストップ特例制度」を利用した５１５自治体の

１,３３８名について、税額控除に必要なデータを寄附者の居住自治体に送信していなかった処理

ミスが判明いたしました。経過としては、１月２４日に税務課において国税連携システムを使い各

自治体へ送信する操作を行いましたが、操作方法を誤って解釈していたため送信ができていなかっ

たのに気づかず、３月２０日に判明したものであります。その後３月２０日のうちに全自治体にデ

ータを送信するとともに電話連絡をし、お詫びの書面を送付いたしました。この結果、大半の自治

体では、当初の住民税課税に問題がなかったことが確認できましたが、１都４県１０自治体の７４

名については、ふるさと納税寄附金控除を受けるための確定申告をしていただく必要が生じたこと

から、文書・電話等でお詫びを申し上げ対応してまいりました。現在のところ確定申告についてご

理解をいただいているところではありますが、寄附者の信頼を取り戻せるよう対応してまいります。

今後については、業務の点検、確認を徹底して行い、二度とこのようなことが起こらないよう再発

防止に努めてまいります。

次に、老人福祉関係について申し上げます。高齢者や心身に重度の障害を持つ方が、社会参加や

日常生活の中でタクシーを交通手段のひとつとして容易に利用できるよう、料金の一部を助成して

おりますタクシーチケットは、４月８日から役場窓口で、１１日には国縫・中ノ沢・双葉・静狩の

各会館に出向き交付手続きを行いました。５月末までの対象件数は８１９件で、交付件数は７０７

件、８６.３％の交付率であります。

また、９月１６日の敬老の日に合わせ、長寿のお祝いと社会貢献へのお礼をこめて、老人福祉セ

ンターを９月９日から１１日までと１３日から１６日までの計７日間と、町内にある公衆浴場につ

いても助成を行い９月１０日から１６日までの７日間を、それぞれ無料開放する予定であります。

次に、児童福祉関係について申し上げます。４月１日にさかえ保育所の入所式を行い、今年度の

入所児童数は、保育定員６０名に対し６２名の入所となっております。一時保育事業の４月の利用

状況は、３歳未満児が２名で延べ１２日間、小学校低学年児童受入事業の利用は、１、２年生が６

名で延べ４２日間、保育所に併設している地域子育て支援センターの利用は、延べ２４組で５１人

の親子の利用となっております。

放課後児童健全育成委託事業の学童保育所「ななかまど」は、現在、小学１年生４名、２年生４

名、３年生５名、４年生１名、５年生１名、６年生２名の計１７名の入所となっております。
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また、子ども・子育て支援新制度の施設型幼稚園に移行した、長万部マリア幼稚園への今年度の

入園児童数は、利用定員６０名に対し３３名の入園となっております。

次に、生活環境関係について申し上げます。平成３０年度の本町のゴミ収集量は、１,９９６ト

ンで、前年度と比較して２トンの増となっております。また、渡島廃棄物処理広域連合に排出した

可燃ゴミの量は１,６２７トンで、前年度と比較し４６トンほど減少いたしました。ゴミ減量化の

一環としては、小型家電は役場内に、廃食用油は各会館等に無料回収ボックスを設置し、衣類につ

いては各地域等へ年２回の巡回無料回収と役場内担当窓口での随時無料回収を行っております。今

後もゴミの減量には、町民一人ひとりの意識と実行が欠かせないため、ゴミの分別排出にもご協力

いただくよう一層の啓発に努めてまいります。

次に、海岸漂着物対策関係について申し上げます。静狩地区・旭浜地区・長万部地区の海岸漂着

物の回収、処理につきましては、補助事業を利用して実施することから、本事業に係る費用につい

て、本定例会に補正予算を提案いたしております。

次に、農業関係について申し上げます。家畜の主たる飼料作物であります牧草は、雪どけが早か

ったことと好天が続いたこともあり生育は順調に経過しており、５月１５日現在の作況状況では、

生育は平年より早く推移しております。また、サイレージ用とうもろこしは、播種作業が平年並み

に進んでいる状況となっております。

牧野事業では、足腰の強い優良な後継牛の育成や、生産コストの低減と酪農経営の安定を図るた

め、公共牧場の運営事業を行っておりますが、平成２８年度から牛ウイルス性下痢の入牧前検査後

に入牧を実施しており、牧場内での感染防止に努めております。入牧状況につきましては、町内酪

農家の飼育牛は、４月２２日に共立牧場へ１７６頭、５月７日に蕨岱牧場へ１３５頭を入牧しまし

た。また、共立牧場は入牧頭数に余裕があるため、今年度も豊浦町および洞爺湖町の酪農家の飼育

牛の預託を受入れ、５月１７日に９１頭の入牧が終了し、合計４０２頭が入牧しております。生乳

生産量は、１月から４月まで３,２１０トン、乳代は２億９,４７８万円となり、前年に比較し２２

トンの減となり、乳代では２０７万円の減となっております。黒毛和牛の１月から４月までの販売

頭数は８５頭、販売金額は６,７０２万円となり、前年に比較し販売頭数では１頭の減となりまし

たが、販売金額では６６５万円の増となっております。

次に、林業関係について申し上げます。森林環境保全整備事業の環境林整備事業で実施する共立

地区の地拵・植栽事業３ヘクタールは、４月２６日に着工し、５月２７日に完成しております。

緑化推進では、今年度も引き続きＮＰＯ法人長万部町緑と樹を愛する会からエゾヤマザクラの苗

木１００本の寄贈があり、４月２９日に同法人主催の植樹祭で、町民約１５０人の参加のもと富野

地区の町有地に植樹が行われました。

次に、有害鳥獣駆除対策について申し上げます。有害鳥獣駆除対策では、長万部町鳥獣被害防止

対策協議会が中心となり、関係機関と連携を図りながら、効果的な被害防止対策を実施しておりま

す。また、ヒグマや近年個体数が急増しているエゾシカが、林業や農業へ被害をもたらしているこ

とから、総合的に対処するため今年度も引き続き鳥獣被害防止対策事業を同協議会に委託し、ハン

ターによる巡回の徹底や有害鳥獣駆除業務を実施し、被害防止対策の強化を図っております。

また、近年北海道で生息域を急激に広げているアライグマなど特定外来生物の防除についても、

法律に基づく特定外来生物防除実施計画を作成し、今年度から捕獲ができる体制としております。

今後も関係機関と連携を図り、鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律等に基づき、人畜被害を
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防止するため適切な処置を実施してまいります。

次に、漁業関係について申し上げます。基幹産業である平成３０年度のホタテ貝養殖漁業生産量

は１万２,４０４トンとなり、前年度に比較し２,３８２トンの増で、生産額では３６億７,００７

万円となり、前年度と比較し６億７,５９８万円の増となっております。増加の主な要因としては、

前年度は成育不良や自然災害により養殖施設が被害を受け生産量が低迷しておりましたが、平成３

０年度についてはその様な被害が比較的少なく、一時的に生産回復したものと思われます。また、

ＥＵ向けホタテ貝出荷は１４０トン、生産額は４,８３３万円となっております。

渡島北部地区水産技術改良普及指導所が、本年２月に長万部町海域のホタテ稚貝の生育等を調査

した結果、正常貝は約３７％、変形貝および欠殻貝が約４１％、へい死等の死貝が約２２％となっ

ており、過去の実績と比較しましても外部異常や、へい死率が非常に高くなっておりますので、引

き続き関係機関と連携し生育状況を注視してまいります。また近年、全国的に不漁が続く秋サケ漁

の平成３０年度の漁獲量は約５７１トンで、前年度に比較し約１８５トン増加いたしましたが、単

価下落により、漁獲額は３億３,３１２万円となり２２８万円の増となっております。

次に、商工観光労政関係について申し上げます。中小企業を取り巻く環境は、内閣府が今年３月

に発表した景気動向指数によると、景気の基調判断が後退の可能性が高いことを示す「悪化」に下

方修正されたこともあり、今後の経営不安を解消することから、本年度も事業経営の安定化を図る

ため、中小企業特別融資資金の貸付けを関係機関と連携し引き続き実施しております。また、長万

部商工会では、会員の高齢化や後継者不足などにより会員数が２００を切るなど衰退傾向にあるこ

とから、昨年度から後継者対策を含む経営改善等の支援を実施しております。本年度も引き続き地

域活性化を図るため、経営改善等の支援を実施いたします。

観光振興では、新たな観光資源の発掘、情報発信を目指すとともに、「はしっこ同盟」や、長万

部町、八雲町、今金町、せたな町の「北渡島檜山４町地域連携推進協議会」などの広域連携事業を

中心とした活動、取組を一層強化してまいります。

また、長万部観光協会では、ＪＲ長万部駅構内に設置されております観光案内所「インフォまん

べ」を拠点に、町の観光情報を発信するとともに、道内外での各種観光イベントも積極的に参加し、

観光客の誘致に努めております。更に、町を訪れる多くの観光客のみなさんへ長万部温泉や二股ラ

ジウム温泉、飲食店の紹介をはじめ、町内の観光情報を提供しております。今後、法人化を目指す

長万部観光協会は、更なる事業の拡大・充実を模索しております。

本町の経済活性化の一環であります合宿等誘致事業は、ゴールデンウイーク期間の合宿等も順調

に推移しており、今後とも関係機関と十分な協議を進め、合宿誘致を実施してまいります。

新規学卒者の就職活動は、緩やかに回復した景気の安定と、人手不足などを受けた企業の採用意

欲の向上等により改善され、地元高校の３月卒業生の就職率は１００％と前年に続き安定を保って

おります。

次に、建設関係について申し上げます。建築事業では、町営住宅神社下団地非常灯外交換工事が、

６月２８日までの工期で実施中であります。これは神社下団地の共用部における停電時点灯照明器

具等が経年劣化により腐食が進行しているため、交換工事を行うものであります。その他、各公共

施設や町営住宅の修繕工事については計画的に実施しております。

土木事業では、国の社会資本整備総合交付金事業を活用して実施する、長万部町橋梁点検調査業

務委託は、令和２年１月３１日までの工期で業務を実施中であります。これは、法令により国が管



- 9 -

理する橋梁の５年に１度の点検が義務化されているもので、今年度は２４橋の近接目視点検を実施

してまいります。中央跨線橋修繕工事につきましては、平成３０年度に修繕実施点検が完了しまし

たので、今年度は、昨年度に引き続き北海道旅客鉄道株式会社と修繕工事のための協議を実施いた

します。

道路維持関係では、町道中山大通線外舗装補修工事を１１月１５日までの工期で発注しておりま

す。その他、町道の側溝補修等については計画的に実施しております。また、第２回臨時会におい

て補正予算の議決をいただきましたロータリ除雪車購入の入札を５月２９日に行いましたので、地

方自治法の規定により本定例会に購入契約の締結を提案いたしております。

公園関係では、あやめ公園は４月１２日に、長万部公園は４月１９日に、それぞれオープンし、

パークゴルフやキャンプなど町内外の多くの方に利用されております。その他、公園管理用刈払機

は４月１９日に購入契約を締結し、５月９日に納入されております。

次に、公共下水道事業について申し上げます。終末処理場の汚泥脱水機ケーキホッパー重量計外

修繕工事および２号溶存酸素計交換修繕工事は、それぞれ９月１０日までの工期で施工中でありま

す。

次に、ガス事業について申し上げます。ガス本管改良工事の北１２号線外工区および本町２・３

号線工区は、それぞれ９月１３日までの工期で施工中であります。

次に、水道事業について申し上げます。静狩地区３号取水井浚渫工事および長万部地区ろ過機ろ

材交換工事は、それぞれ９月５日までの工期で施工中であります。

次に、病院事業について申し上げます。前年度に引き続き、新公立病院改革プランにそった形で

の病院経営の改善に努めております。厳しい経営状態が続いておりますが、医療スタッフの確保に

努め、今後も地域に根ざした信頼される町立病院を目指し、健全経営に努めてまいります。

次に、教育関係について申し上げます。長万部高等学校制服購入費補助は、新入学生の保護者３

３名から申請があり、１６３万８８４円を４月２５日に委任払いにより制服納入業者に支出してお

ります。

次に、長万部高等学校通学費補助は、黒松内町、八雲町および森町の通学者２５人から申請があ

り、２９９万７５０円の支給決定をしております。また、国公立大学および東京理科大学生に対す

る奨学金の給付や貸付は、国公立大学生５名から申請があり、奨学金運営委員会を開催し給付等の

決定をしております。

次に、消防関係について申し上げます。今年５月末現在の火災件数は２件で、ＪＲ鉄道用地と字

国縫海浜地で野火が２件発生しております。

救急件数は１０７件、搬送人員は１０１人で、急病が５７件、交通事故が８件、一般負傷が７件、

その他転送搬送などが３５件で、うちドクターヘリによる搬送が３件となっております。

火災予防の事業については、春の全道火災予防運動期間中に女性消防団員による街頭啓発、町内

全域に１０２本ののぼりを設置、署員による防火広報、ホテルや大型店舗など不特定多数の方が出

入りする施設の防火査察を実施したほか一般世帯における防火指導を行い、住宅用火災警報器の適

正設置や早めの更新を呼びかけました。

消防団の状況につきましては、３月３１日付で団員５名が退団、４月１日付で２名が入団し、現

在の団員数は、基本団員が１０９名、女性団員が１８名、機能別団員が２０名で、計１４７名とな

っております。
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４月に新聞報道されました消防車両の過積載につきましては、当町消防本部が所管する消防車両

１４台を検査計測したところ、救急車を含む１２台の車両に過積載ならびに車両重量の超過が判明

いたしました。過去において事故や業務上支障をきたす事態はなかったものの、長期にわたり過積

載が常態化していたことは、安全を守る消防機関の車両管理としては不適切であり、誠に遺憾であ

ります。現在、救急車３台、消防車１台の校正が終了し順次法令に適合させ、適正に運用してまい

ります。

終わりに、本定例会に提案した議案は、専決処分の承認や条例の制定、規約の変更、一般会計補

正予算など１２件となっております。議案上程の都度、担当説明員から説明させますので、よろし

くご審議くださるようお願い申し上げ、行政報告を終わります。

３か所訂正をお願いいたします。２頁目の９行目、「当年度繰越欠損金」と申し上げましたけれど、

これは「前年度」でございます。１０頁目の２５行目、「就職活動」と申しましたけども「就職状況」

でした。正しくは「就職状況」です。１１頁目の１０行目、「国が管理する」と申し上げましたけれ

ども、これは「町が管理する」に訂正をお願いしたいと思います。誠に申し訳ございませんでした。

〔町長（木幡正志）自席へ〕

○議長（辻義雄） 以上で行政報告を終わります。

◎承認第１号 専決処分の承認について

（令和元年度長万部町国民健康保険特別会計補正予算（第１号)）

○議長（辻義雄） 日程第４、承認第１号専決処分の承認について（令和元年度長万部町国民健康保

険特別会計補正予算（第１号)）の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

佐藤町民課長。

○町民課長（佐藤剛） ただいま上程されました、承認第１号専決処分の承認について、その内容

をご説明申し上げます。この専決処分は、令和元年度長万部町国民健康保険特別会計補正予算（第

１号）であります。地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、令和元年５月３１日付で専決処

分をしましたので、同条第３項の規定により議会の承認をお願いするものであります。

専決処分いたしました補正予算（第１号）は、本年第１回町議会定例会の平成３０年度補正予算

第４号の説明の中で、交付金額等の確定が年度末になることから専決処分をせざるを得ない旨ご説

明していたところであります。このたび、平成３０年度の療養費等の支払額が確定し、５,４７６

万８,０００円の不足が生じましたので、令和元年度本会計より繰上充用するため、補正予算（第

１号）を５月３１日付で専決処分をし不足額を補填したものであります。今回の補正は、歳入歳出

にそれぞれ５,４７６万８,０００円を追加し、補正後の予算総額を８億 ６,９２２万４,０００円

とするものであります。内容は、補正予算書に添付しております概要によりご説明いたします。

歳出は、繰上充用金、補償・補填及び賠償金で、５,４７６万８,０００円の追加で、不足額の補

填であります。

歳入は、道支出金、保険給付費等交付金、特別交付金で、同じく５,４７６万８,０００円の追加

で繰上充用に係る財源であります。

以上が、承認第１号令和元年度長万部町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）の内容であり

ます。よろしくご承認下さるようお願い申し上げます。
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○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑は歳入歳出を一括して行います。４頁です。質

疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本件を採決いたします。

お諮りいたします。本件は承認することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本件は承認することに決定いたしました。

◎議案第１号 長万部町半島振興対策実施地域における固定資産税の不均一課税に関する

条例

○議長（辻義雄） 日程第５、議案第１号長万部町半島振興対策実施地域における固定資産税の不

均一課税に関する条例の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

中山税務課長。

○税務課長（中山裕幸） ただいま上程されました、議案第１号長万部町半島振興対策実施地域に

おける固定資産税の不均一課税に関する条例につきまして、提案理由と内容をご説明いたします。

この条例は、半島振興法に基づき長万部町産業振興促進計画が策定されたことに伴い、事業者が

事業のために用いる機械、建物等を新増設した際の固定資産税を３年間不均一課税にすることがで

きるよう新たに条例を定めるものであります。

第１条は趣旨で、半島振興法に基づき事業の用に供する施設又は設備を新設し又は増設した者に

ついて地域の振興に資するため、地方税法第６条第２項の規定により固定資産税の不均一課税につ

いて、対象事業を規定するものであります。

第２条は不均一課税で、当該設備等が新たに固定資産税を課されることになった年度から、３年

度分の固定資産税の税率を第１年度は１００分の０.１４、第２年度は１００分の０.３５、第３年

度は１００分の０.７と規定するものであります。

第３条は不均一課税の申請で、固定資産税の不均一課税の適用を受けようとする者は、当該不均

一課税を受けようとする年の１月３１日までに申請書を町長に提出しなければならない、という規

定であります。

第４条は不均一課税の取消で、町長は、不均一課税の適用を受ける者が第２条の規定による不均

一課税の要件を欠くことが明らかになったとき。また、虚偽の申請その他不正の行為があったとき

は、当該不均一課税を取り消すことができる規定であります。

第５条は委任で、この条例の施行に関し必要な事項は町長が規則で定めるという規定であります。

附則第１条は施行期日で、この条例は公布の日から施行するというものであります。

附則第２条は条例の失効で、この条例は令和７年３月３１日限り、その効力を失う。というもの

であります。
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以上がただいま上程されました、議案第１号長万部町半島振興対策実施地域における固定資産税

の不均一課税に関する条例の内容であります。よろしくご審議の程お願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第２号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を

改正する条例

○議長（辻義雄） 日程第６、議案第２号特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す

る条例の一部を改正する条例の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

本前総務課長。

○総務課長（本前武広） ただいま上程されました、議案第２号特別職の職員で非常勤のものの報

酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について、提案理由と内容をご説明いたします。

このたびの改正は、国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律の一部改正に伴い、選挙長

等の報酬の支給額を改めるものであります。条例の改正内容は、議案に添付しております新旧対照

表によりご説明いたします。表の左欄が改正後で、右欄が改正前で、下線部分が変更する内容であ

ります。

別表１、投票所の投票管理者の項、報酬額の欄中「１万２,６００円」を「１万２,８００円」に

改め、同表、期日前投票所の投票管理者の項、報酬額の欄中「１万１,１００円」を「１万１,３０

０円」に改め、同表、選挙長・開票管理者の項、報酬額の欄中「１万６００円」を「１万８００円」

に改め、同表投票所の投票立会人の項、報酬額の欄中「１万７００円」を「１万９００円」に改め、

同表、期日前投票所の投票立会人の項、報酬額の欄中「９,５００円」を「９,６００円」に改め、

同表開票・選挙立会人の項、報酬額の欄中「８,８００円」を「８,９００円」に改めるものであり

ます。附則として、この条例の施行日を公布の日とするものであります。

以上がただいま上程されました、特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例についての内容であります。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。
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これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第３号 長万部町介護保険条例の一部を改正する条例

○議長（辻義雄） 日程第７、議案第３号長万部町介護保険条例の一部を改正する条例の件を議題

といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

岡部保健福祉課長。

○保健福祉課長（岡部忠） ただいま上程されました、議案第３号長万部町介護保険条例の一部を

改正する条例について、提案理由と内容をご説明いたします。

このたびの改正は、地域における医療及び介護の総合的な確保を促進するための関係法律の整備

に関する法律により介護保険法の改正により、消費税による公費を投入して低所得者の第１号被保

険者の保険料軽減強化を行う仕組みが設けられ、消費税率８％への引上げに伴い第１段階の保険料

軽減を平成２７年度から実施しておりますが、本年１０月の消費税率１０％への引上げに合わせ、

第１段階の軽減割合を増加するとともに、第１段階のみであった軽減対象者を第３段階までに拡大

し、段階的に保険料の軽減強化を図るものであります。改正内容は、議案に添付しております新旧

対照表によりご説明いたします。表の左欄が改正後、右欄が改正前、下線部分が改正する内容であ

ります。

第５条第１項中「平成３２年度」を「令和２年度」に改めます。これは改元に伴う改正でありま

す。

次に、同条第３項中「平成３０年度から平成３２年度まで」を「令和元年度から令和２年度まで」

に、「２万９,７００円」を「２万４,８００円」に改め、同条に次の２項を加えます。

第４項として、「前項の規定は、第１項第２号に掲げる第１号被保険者についての保険料の減額

賦課に係る令和元年度から令和２年度までの各年度における保険料率について準用する。この場合

において、前項中「２万４,８００円」とあるのは、「４万１,３００円」と読み替えるものとする。」

第５項として、「第３項の規定は、第１項第３号に掲げる第１号被保険者についての保険料の減

額賦課に係る令和元年度から令和２年度までの各年度における保険料率について準用する。この場

合において、第３項中「２万４,８００円」とあるのは、「４万７,９００円」と読み替えるものと

する。」

この改正により、令和元年度から令和２年度までの各年度における保険料率は、所得段階第１段

階が「２万９,７００円」から「２万４,８００円」となり４,９００円、第２段階が「４万９,５０

０円」から「４万１,３００円」となり８,２００円、第３段階が「４万９,５００円」から「４万

７,９００円」となり１,６００円がそれぞれ軽減となります。

附則として、第１項は施行期日で、「この条例は、公布の日から施行し、この条例による改正後

の長万部町介護保険条例（以下「改正後の条例」という。）の規定は、平成３１年４月１日から適

用する。」というものであります。

第２項は経過措置で、「改正後の条例第５条の規定は、令和元年度分の保険料から適用し、平成
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３０年度以前の年度分の保険料については、なお従前の例による。」というものであります。

なお、参考までに申し上げますが、本年度における保険料軽減強化につきましては、本年１０月

以降の消費税率引上げによる財源の手当であることを反映し、来年度以降の完全実施における軽減

幅の半分の水準に設定されております。来年度以降の完全実施における軽減幅については、改めて

政令の改正が行われる予定となっているため、政令が改正された際には再度条例改正が必要となり

ますので、あらかじめご承知おき願います。

以上がただいま上程されました、議案第３号長万部町介護保険条例の一部を改正する条例につい

ての内容であります。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第４号 長万部町火災予防条例の一部を改正する条例

○議長（辻義雄） 日程第８、議案第４号長万部町火災予防条例の一部を改正する条例の件を議題

といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

中田消防長。

○消防長（中田義之） ただいま上程されました、議案第４号長万部町火災予防条例の一部を改正

する条例につきまして、提案理由と内容をご説明いたします。

このたびの改正は、不正競争防止法等の一部を改正する法律及び住宅用防災機器の設置及び維持

に関する条例の制定に関する基準を定める省令の一部を改正する省令の公布に伴い、長万部町火災

予防条例について、文言の修正など所要の改正を行うものであります。条例の改正内容は、議案に

添付しております新旧対照表によりご説明いたします。表の左欄が改正後で、右欄が改正前で、下

線部分が変更する内容であります。

第１６条は避雷設備で、第１項中「日本工業規格」を「日本産業規格」に改めます。

第２９条の５は設置の免除で、同条第１号中、「作動時間が６０秒以内」を「種別が一種」に改め、

同条中第６号を第７号とし、第５号の次に第６号として、「第２９条の３第１項各号又は前条第１項

に掲げる住宅の部分に、特定小規模施設用自動火災通知設備を、特定小規模施設に関する必要とさ

れる防火安全性能を有する消防の用に供する設備等に関する省令第３条第２項及び第３項に定める

技術上の基準に従い、又は当該技術上の基準の例により設置したとき」を加えるものであります。

附則として、この条例は公布の日から施行する。ただし、第１６条第１項の改正規定は令和元年

７月１日から施行するというものであります。
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以上がただいま上程されました、議案第４号長万部町火災予防条例の一部を改正する条例の内容

であります。よろしくご審議のほどお願いいたします。

失礼しました。第６号の２行目、「特定小規模施設用自動火災通知設備」を「特定小規模施設用

自動火災報知設備」に変更するということです。以上であります。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第５号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について

○議長（辻義雄） 日程第９、議案第５号北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更につ

いての件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

本前総務課長。

○総務課長（本前武広） ただいま上程されました、議案第５号北海道町村議会議員公務災害補償

等組合規約の変更について、提案理由をご説明いたします。

地方自治法第２８６条第１項の規定により、一部事務組合は、これを組織する地方公共団体の数

を増減し、もしくは共同処理する事務を変更し、または一部事務組合の規約を変更しようとすると

きは、組織団体の各町村議会での規約の変更等が必要であります。

このたび、北海道町村議会議員公務災害補償等組合から、「池北三町行政事務組合」「日高地区交

通災害共済組合」「十勝環境複合事務組合」「北空知葬斎組合」が脱退したことに伴い、別表第１を

改めることについて協議するための提案であります。内容は、議案に添付しております新旧対照表

によりご説明いたします。表の左欄が改正後で、右欄が改正前で、下線部分が変更する内容であり

ます。

別表第１中、「池北三町行政事務組合」「日高地区交通災害共済組合」「十勝環境複合事務組合」「北

空知葬斎組合」を削ります。

附則としてこの規約は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８６条第１項の規定による

総務大臣の許可の日から施行するというものであります。

以上がただいま上程されました、北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更についての

内容であります。よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。
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討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第６号 北海道市町村総合事務組合規約の変更について

○議長（辻義雄） 日程第１０、議案第６号北海道市町村総合事務組合規約の変更についての件を

議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

本前総務課長。

○総務課長（本前武広） ただいま上程されました、議案第６号北海道市町村総合事務組合規約の

変更について、提案理由をご説明いたします。

地方自治法第２８６条第１項の規定により、一部事務組合は、これを組織する地方公共団体の数

を増減し、もしくは共同処理する事務を変更し、または一部事務組合の規約を変更しようとすると

きは、組織団体の各市町村議会での規約の変更等が必要であります。

このたび、北海道市町村総合事務組合から、「北空知葬斎組合」「日高地区交通災害共済組合」「池

北三町行政事務組合」が脱退したことに伴い、別表第１および別表第２を改めることについて協議

するための提案であります。内容は、議案に添付しております新旧対照表によりご説明いたします。

表の左欄が改正後で、右欄が改正前で、下線部分が変更する内容であります。

別表第１空知総合振興局（３３）の項中「（３３）」を「（３２）」に改め、「、北空知葬斎組合」

を削り、同表日高振興局（１６）の項中、「（１６）」を「（１５）」に改め、「、日高地区交通災害共

済組合」を削り、同表十勝総合振興局（２４）の項中、「（２４）」を「（２３）」に改め、「、池北三

町行政事務組合」を削ります。

別表第２の９の項中、「、北空知葬斎組合」「、日高地区交通災害共済組合」および「、池北三町

行政事務組合」を削ります。

附則としてこの規約は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８６条第１項の規定による

北海道知事の許可の日から施行するというものであります。

以上がただいま上程されました、北海道市町村総合事務組合規約の変更についての内容でありま

す。よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。
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お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第７号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について

○議長（辻義雄） 日程第１１、議案第７号北海道市町村職員退職手当組合規約の変更についての

件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

本前総務課長。

○総務課長（本前武広） ただいま上程されました、議案第７号北海道市町村職員退職手当組合規

約の変更について、提案理由をご説明いたします。

地方自治法第２８６条第１項の規定により、一部事務組合は、これを組織する地方公共団体の数

を増減し、もしくは共同処理する事務を変更し、または一部事務組合の規約を変更しようとすると

きは、組織団体の各市町村議会での規約の変更等が必要であります。

このたび、北海道市町村職員退職手当組合から、「北空知葬斎組合」「日高地区交通災害共済組合」

「池北三町行政事務組合」が脱退したことに伴い、別表（２）を改めることについて協議するため

の提案であります。内容は、議案に添付しております新旧対照表によりご説明いたします。表の左

欄が改正後で、右欄が改正前で、下線部分が変更する内容であります。

別表（２）一部事務組合及び広域連合の表空知管内の項中「、北空知葬斎組合」を削り、同表日

高管内の項中、「、日高地区交通災害共済組合」を削り、同表十勝管内の項中、「、池北三町行政事

務組合」を削るものであります。

附則として、この規約は地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８６条第１項の規定により

総務大臣の許可の日から施行するというものであります。

以上がただいま上程されました、北海道市町村職員退職手当組合規約の変更についての内容であ

ります。よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第８号 辺地総合整備計画の策定について

○議長（辻義雄） 日程第１２、議案第８号辺地総合整備計画の策定についての件を議題といたし

ます。説明員に提案理由の説明を求めます。
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本前総務課長。

○総務課長（本前武広） ただいま上程されました、議案第８号辺地総合整備計画の策定について、

提案理由と内容につきましてご説明いたします。

この辺地総合整備計画は、「辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関

する法律」に基づき、令和元年度から令和５年度までの５年間の公共的施設の総合整備計画を策定

し、知事との協議を終えた後に、議会の議決を得た総合整備計画書を総務大臣に提出するものであ

ります。この辺地総合整備計画書に基づいて整備を行う公共的施設につきましては、地方交付税措

置のある辺地対策事業債の対象となります。

今回の公共的施設の整備計画につきましては、令和元年５月７日付で知事との協議が整いました

ので、「辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律」第３条第１

項の規定により、議会の議決を求めるものであります。

総合整備計画書をご覧ください。辺地名につきましては双葉・蕨岱辺地で、項目１の辺地の概況、

２の公共的施設の整備を必要とする事情につきましては、記載のとおりであります。

３の公共的施設の整備計画につきましては、令和元年度から令和５年度までの５年間において、

交通道路の整備として知岱橋の改修工事を行うもので、事業費は２,８００万円、財源内訳は、特

定財源が１,７８６万４,０００円、一般財源が１,０１３万６,０００円で、一般財源のうち辺地対

策事業債の充当予定額は１,０１０万円であります。

以上がただいま上程されました、辺地総合整備計画の策定についての内容であります。よろしく

ご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第９号 工事請負契約の締結について

○議長（辻義雄） 日程第１３、議案第９号工事請負契約の締結についての件を議題といたします。

説明員に提案理由の説明を求めます。

本前総務課長。

○総務課長（本前武広） ただいま上程されました、議案第９号工事請負契約の締結について、提

案理由と内容をご説明いたします。

このたびの工事請負契約の締結につきましては、地方自治法第９６条第１項第５号の規定により、

５,０００万円以上の工事請負契約を締結する場合は、議会の議決を得なければならないこととさ
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れており、提案するものであります。議案の内容につきましては、議案の中の表で示しております。

契約の目的は、長万部町防災行政情報伝達システム整備事業デジタル同報無線システム整備工事

であります。工事の主な概要は、お手元に配付しております「長万部町防災行政情報伝達システム

整備事業デジタル同報無線システム整備工事概要」によりご説明いたします。

はじめに１、送信局につきましては、写万岳登山口に設置するもので、①中継局舎基礎据付設備

工事、②非常用発電機基礎据付設備工事、③鋼管柱基礎建方工事、④空中線付帯設備工事、⑤フェ

ンス工事を実施するものであります。

２、主配信局は役場庁舎に設置し、①通信機器付帯設備工事、②既設空中線改修工事の実施とな

ります。

３、副配信局は学習文化センターおよび消防本部の２か所に設置するもので、①空中線付帯設備

工事のほか、学習文化センターにつきましては②通信機器付帯設備工事を実施いたします。

４、屋外拡声子局はあやめ公園、温泉、消防、ふれあい公園、東京理科大学、長万部公園、静狩

漁港、長万部漁港、大中漁港、国縫漁港の１０か所に整備するもので、①鋼管柱基礎建方工事、②

空中線スピーカー付帯設備工事を実施いたします。

５、戸別受信機につきましては、防災ラジオを３,１７０台、屋内アンテナを１５０台整備する

ものであります。

議案をご覧ください。去る４月２４日に指名業者２社で入札を執行したところ、議案のとおり落

札いたしました。契約金額は２億６,１８０万円、契約の相手方は、札幌市北区北六条西６丁目２

番地、電気興業株式会社北海道支店、支店長齊藤亮一であります。工期は令和２年３月１９日まで

で、落札率は９８.７％でありました。なお、この事業には特定財源として緊急防災減災事業債の

充当を予定しております。

以上がただいま上程されました、議案第９号工事請負契約についての提案理由と内容であります。

よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第１０号 財産の取得について

○議長（辻義雄） 日程第１４、議案第１０号財産の取得についての件を議題といたします。説明

員に提案理由の説明を求めます。

神野建設課長。
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○建設課長（神野隆之） ただいま上程されました議案第１０号財産の取得について、提案理由と

内容をご説明いたします。

提案理由は、地方自治法第９６条第１項第８号および議会の議決に付すべき契約および財産の取

得または処分に関する条例第３条の規定により、７００万円以上の財産を取得する場合は議会の議

決に付さなければならないことから提案するものであります。

議案の内容は、議案の中の表で示しておりますとおり、取得財産はロータリ除雪車であります。

この取得財産の主な概要は、現在、町が所有している除雪機械７台のうち平成１８年度購入のロ

ータリ除雪車１１トン、走行距離５万４,５１８キロメートル、走行時間８,９０７時間、約１２年

間使用した除雪車を下取り車として、新車納入による交換契約方法により取得するものであります。

去る５月２９日、指名業者７社で入札を執行したところ、コマツカスタマーサポート株式会社北

海道カンパニーが落札いたしました。取得金額は２,８３２万５,０００円、取得の相手方は、北海

道石狩市新港西３丁目７３７番地１３、コマツカスタマーサポート株式会社北海道カンパニー、社

長松元秀憲であります。納入期限は令和２年３月３１日までであり、納入除雪車の機種性能は、ロ

ータリ装置および汎用プラウ付き、全長６.９４メートル、全幅２.３７メートル、全高３.１３メ

ートル、重量１１トン、最小回転半径５.１メートル、最高出力９４キロワット、乗車定員２名で、

ロータリ装置の最大除雪幅は２.５０メートルとなっております。なお、この除雪車は、国の社会

資本整備総合交付金事業を活用し購入いたします。

以上がただいま上程されました、議案第１０号財産の取得についての内容であります。よろしく

ご審議のほどお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） 下取価格をお伺いいたします。

○議長（辻義雄） 神野建設課長。

○建設課長（神野隆之） 落札業者による下取価格につきましては、税抜で３２０万円であります。

以上です。

○議長（辻義雄） ほかにありませんか。

辻紀樹議員。

○議員（２番 辻紀樹） 納入が３月３１日までとなっていますが、今年度除雪にこれ使用できな

いということですか。

○議長（辻義雄） 神野建設課長。

○建設課長（神野隆之） あくまでも最大限見積もっての納期限としておりますので、大体目安と

してはシーズンに間に合うような形で進んでいるところであります。以上です。

○議長（辻義雄） ほかにありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。
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〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第１１号 令和元年度長万部町一般会計補正予算（第２号）

○議長（辻義雄） 日程第１５、議案第１１号令和元年度長万部町一般会計補正予算（第２号）の

件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

本前総務課長。

○総務課長（本前武広） ただいま上程されました、議案第１１号令和元年度長万部町一般会計補

正予算（第２号）について、その内容をご説明いたします。

今回の補正額は、歳入歳出にそれぞれ６,７４５万５,０００円を追加し、補正後の予算総額を４

９億５,３０９万７,０００円とするものであります。内容は、補正予算書に添付しております概要

により歳出からご説明いたします。

総務費は１８４万１,０００円の追加であります。財産管理費、委託料５４万円の追加は、測量

調査設計委託で、国縫振興会館の移転新築に伴い、旧国縫小学校敷地内に未登記の国有地が所在す

ることが確認されたことから、登記のための測量調査設計を委託するものであります。企画費、報

償費２５万６,０００円、旅費１２万５,０００円、需用費４５万１,０００円は、シャクシャイン

ロード事業の実施に伴う関係費用で、報償費はワークショップおよび歴史講演開催に係る講師謝礼、

旅費は各種打合せやアイヌ民族文化祭に係る普通旅費、需用費はシャクシャインロードＰＲ用の、

のぼり旗等の購入に係る消耗品費であります。負担金・補助及び交付金１８万３,０００円は、生

活交通通学定期運賃補助で、檜山北高校への通学者の増による計上であります。

歳入では、１８繰入金、生活交通確保対策基金繰入金で歳出同額の１８万３,０００円を計上い

たしました。

税務総務費は、給料が２２万４,０００円の追加、職員手当等が１１万６,０００円の減額、共済

費が１６万８,０００円の追加で、いずれも職員の異動に伴う人件費の整理であります。以下、他

の科目における人件費も、同様の理由により整理いたしました。

参議院議員選挙費、報酬１万円の追加は管理者等および立会人に係る報酬で、支給額改定に伴う

計上であります。

民生費は１,２４５万８,０００円の追加であります。社会福祉総務費は、給料が１３２万５,０

００円の追加、職員手当等が２６万８,０００円の追加、共済費が４８万６,０００円の追加。児童

措置費は、給料が４２０万７,０００円の追加、職員手当等が１９４万１,０００円の追加、共済費

が２０３万１,０００円の追加で、委託料２２０万円の追加は、１０月からの幼児教育無償化に伴

う、子ども・子育て支援システム改修委託費用の計上であります。

衛生費は２,１１５万円の追加であります。保健衛生総務費は、職員手当等が３８万円の追加。

環境衛生費、委託料７７万円の追加は葬斎場管理委託で、葬斎場管理人の欠勤等に対応するため追

加計上するものであります。ごみ処理費、委託料２,０００万円の追加は、海岸漂着物回収・処理

業務委託で、静狩・旭浜・長万部地区の海岸ごみの回収・処理委託であります。

歳入では、１５道支出金、衛生費道補助金、海岸漂着物対策事業で、１,６００万円を計上いた

しました。
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農林水産業費は２８０万３,０００円の追加であります。農業総務費は、職員手当等が１０万７,

０００円の追加。農地費、需用費３６万５,０００円の追加は、道営事業の監督日数の増に伴うも

ので、内訳は消耗品費が１９万７,０００円の追加、印刷費が１２万円の追加、燃料費が４万８,０

００円の追加であります。

歳入では、１５道支出金、農林水産業費道委託金、道営事業監督委託金で、歳出同額の３６万５,

０００円を計上いたしました。

分収造林事業費、旅費８万８,０００円の追加は普通旅費、需用費１０万２,０００円の追加は消

耗品費、工事請負費２１４万１,０００円の追加は豊津・国縫団地保育間伐外で、国縫団地の１９.

２７ヘクタールについて、除伐事業を実施するものであります。

歳入では、１９諸収入、雑入、分収造林収入で、２１４万円を計上いたしました。

商工費は２,０２０万３,０００円の追加であります。商工総務費１０万円の追加は、消費者相談

員研修会に係る普通旅費で、歳入では１５道支出金、商工費道補助金、消費者行政強化事業で歳出

同額の１０万円を計上いたしました。商工振興費２,０００万円の追加は商工事業者経営改善等支

援補助で、２００万円を上限に、事業費の２分の１以内を補助するものであります。観光費、旅費

５万２,０００円は普通旅費で、さっぽろオータムフェスト参加業者の増による追加、使用料及び

賃借料５万１,０００円の追加はブース使用料で、テントブース使用料の改定およびキャッシュレ

ス化による端末リースの使用料の計上であります。

土木費は１２８万９,０００円の追加であります。土木総務費は、給料が３０７万５,０００円の

減額、職員手当等が１４２万７,０００円の減額、共済費が１４３万９,０００円の減額であります。

住宅建設費、委託料は７２３万円の追加で、内訳は計画策定委託が６３８万円の追加で、長万部町

住生活基本計画及び公営住宅長寿命化計画策定業務委託。支障物件調査委託が３５万円の追加で、

南部団地移転候補地補償物件調査業務委託。不動産鑑定委託が５０万円の追加で、南部団地移転候

補地不動産鑑定評価業務委託であります。

消防費は２２万３,０００円の追加であります。常備消防費、委託料２２万３,０００円の追加は、

無線基地局定期検査委託で、本年４月１５日付で北海道総合通信局から無線局定期検査実施通知が

あったことから、追加計上するものであります。

教育費は７４８万８,０００円の追加であります。事務局費、給料は３６万６,０００円の減額、

職員手当等は４０万１,０００円の減額、共済費は２０万９,０００円の減額。社会教育総務費は、

給料が４２２万円の追加、職員手当等が２９３万７,０００円の追加、共済費が２１１万２,０００

円の追加。学校給食センター費は、給料が１７万３,０００円の減額、職員手当等が４８万２,００

０円の減額、共済費が１５万円の減額であります。

次に、歳入についてご説明いたします。ただいま歳出でご説明した分は省略させていただきます。

１４国庫支出金、総務費国庫補助金、番号制度システム整備事業１６１万６,０００円の追加は、

社会保障・税番号制度システム整備費補助金で、中間サーバーに係る次期システム整備について措

置されるものであります。

１８繰入金、財政調整基金繰入金は４,７０５万１,０００円の追加で、今回の補正で不足する財

源を当基金から取り崩し、収支の均衡を図るものであります。この基金取り崩し後の当基金残高見

込額は、６億５,３７４万６,０００円となります。

以上がただいま上程されました、令和元年度長万部町一般会計補正予算（第２号）の内容であり
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ます。よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑は歳出より行います。はじめに総務費、６頁で

す。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

総務費を終わります。

次に民生費、７頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

民生費を終わります。

次に衛生費、８頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

衛生費を終わります。

次に農林水産業費、８頁から９頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

農林水産業費を終わります。

次に商工費、９頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

商工費を終わります。

次に土木費、９頁から１０頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

土木費を終わります。

次に消防費、１０頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

消防費を終わります。

次に教育費、１０頁から１１頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

教育費を終わります。

以上で歳出を終わります。

続いて歳入を行います。はじめに国庫支出金、４頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

国庫支出金を終わります。

次に道支出金、４頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

道支出金を終わります。

次に繰入金、５頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

繰入金を終わります。

次に諸収入、５頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

諸収入を終わります。

以上で歳入を終わります。
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これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎休会の決定

○議長（辻義雄） 以上で本日の日程は全部終了いたしました。

お諮りいたします。議事の都合により６月１４日から１７日までの４日間を休会したいと思いま

すが、これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって６月１４日から１７日までの４日間を休会とすることに決定いた

しました。

なお、本会議は６月１８日午前１０時から再開いたしますのでご承知おき願います。

◎散会宣告

○議長（辻義雄） 本日はこれにて散会いたします。ご苦労様でした。

１１時２１分 散会


